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マリア・モンテッソーリは ୡ紀ᮎより行った㞀ᐖ児教育の研究を⤒て、 年に「子ど

もの家」を開タし、௨᮶ 年にஸくなるまで 年௨上の長期にࢃたって子どもの教育の研

究と教ᖌ㣴成を⥅⥆した。ࡑの㛫、ከくの思想や研究を吸収する一方、⊂自の子どものほᐹに

よる子どもの発見を行い、自らの教育思想を㔊成した。

モンテッソーリの出版άືを見ると、 年出版の『家庭における子ども』でࡦとつの༊ษ

りが見られ、ࡑのᚋ、ࡧ 年௨㝆にά発となっている。また、研究関心は 年௦前༙

からኚが見られ、『平と教育』に関する講₇をከᩘ行うようになり、 年௦が つの⠇┠

になっているように⪃えられる。 年はモンテッソーリが࣒ࢬࢩࣇᨻᶒのイタリアから出

た年であり、ࡑのᚋᙼዪは 年にインドにΏった。

スコッࢣーラはモンテッソーリのάືをᙧ成期、成⇍期、᪂たなᆅ平の時期の つの時期に

分け、 ’ 『子ども』 （書ྡ『幼児の⛎ᐦ』）をᇳ➹した 年を⠇┠の時期として

⨨࡙けている。ࡑして、この時期の特ᚩを「モンテッソーリの視点の῝とᗈがりが見出さ

れる点にある」とし、これを第 のモンテッソーリのㄌ⏕とࢇでいる。

一方、トルードは、モンテッソーリがᬌ年に書いた 年の

（『人㛫の₯ᅾ可能性を教育するたࡵに』）（書ྡ『モンテッソーリの教育・六歳～十二

歳まで』）で大きな㌿があったとグしている。トルードウは、モンテッソーリがインドに

ᅾしていた㛫、「⏕άとᩥについての⪃え方は㔜要なኚをした」と㏙、特に、「⏕を理

ゎする」たࡵに「య論的な見方が出てきた」と指摘する。

特に、 年௦௨㝆のኚの㔜要なきっかけとして⪃えられるのは、 年におけるࣟンド

ンでのマࣁトマ・࢞ンジー（ との出会いである。同年 月࢞ンジー

が第 ḟࣟンドン༟会㆟にインドの国Ẹ会㆟ὴの௦⾲としてཧຍした際、モンテッソーリは

ᙼに出会っている。༢に出会ったࡔけではなく、࢞ンジーは、同年ࣟンドンで開ദされていた

第 ᅇモンテッソーリ国際教ᖌ㣴成コース開ጞ時の講ヰをもᘬきཷけるなどモンテッソーリ

と教育に関ࢃるὶのᶵ会をもった。

、の思想をᇶに（ࣁティࣖーグラࢧ）と┿理の主ᙇ（ーࢧンࣄア）ンジ－は㠀Ṋ㠀ᭀ力࢞
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年よりイギリスからのインド⊂立をồࡵ、イギリス᳜Ẹᆅᨻᗓのሷᑓἲにᑐしてሷの

行㐍を行い、ᕷẸの᭹従㐠ືをᐇ㊶した。࢞ンジーの㐠ືは、イギリス᳜Ẹᆅからのゎᨺを

♧すものであり、力にᑐして力でᑐᢠするのではなく、ᭀ力を㝖しながら┿理や精神をࡊࡵ

すというᙧをྲྀった。すḢ的な力学ではなく、ᙼ⊂自の精神やጼໃでᢚᅽからのゎᨺをࡑࡊࡵ

うとした。࢞ンジーがこのような㐠ືを展開しているまさにࡑの時期にモンテッソーリと࢞ン

ジーはὶしている。

୧⪅のὶに関してはあまり▱られていないが、この出会いは相に大きなᙳ㡪をえた。

モンテッソーリが平に関する講₇を行いጞࡵたのは、࢞ンジーとの出会いの⩣年である。

年に開ദされたジࣗࢿーࣈの国際教育会㆟で「平」をテーマにした講₇を行い、௨ᚋ、

平に関する講₇に✚ᴟ的に行っている。

一方、࢞ンジーがモンテッソーリとの出会いをきっかけとして、ࡑのᚋのάືの土ྎとなる

発見を行い、ࡑのᚋの⊂自の教育思想を☜立したことはすでに拙論「モンテッソーリとインド

（㸯）－࢞ンジーの教育思想へのᙳ㡪を中心に－」で指摘した。ࡑれを⡆༢にᩚ理しておきた

い。

、ンジーは࢞ 年にࣟンドンの「子どもの家」で㞟中してస業にᡴち㎸む子どもと出会い

⾪ᧁをཷけた。ࡑれを「㟼ᐢのᚨへᑟかれ」、「㤶り㧗い平の中で、教ᖌによるࢇのᑡしの

ㄏいにᛂえて㐍む」子どもと⾲⌧した。ࡑして、ୡ⏺の┿の平をᏲりたいならᡃ々は子ども

からጞࡵなけれࡤならないというモンテッソーリの⪃え方にඹ㬆した。࢞ンジーは、ᩘ年ᚋの

年に発⾲した『᪂しいᇶ♏教育』の中で、ᡭやᡭᕤⱁやྛჾᐁを㘫㘐することが▱性

の発達、精神性の向上をもたらすࡔけでなく、「㌟య・▱性・㨦の部を⤫ྜした教育」を子

どもたちにᤵけるとしてࡑの㔜要性を♧したが、この中で、特に、「子ども達は、ࡑれをやる

のがᴦしいから、▱性を่⃭するからこれをやることになるのです」 として、ᡭᕤⱁやᡭస

業ࡑれ自యのᴦしさを大にした。これは、႐ࡧの中でస業にᡴち㎸む「子どもの家」の子ど

ものጼを想㉳させるような⾲⌧であり、モンテッソーリのᙳ㡪を᥎し ることができる。

ンジーの教育論は国家㛫᱁ᕪ、国内の㒔ᕷ㎰村の᱁ᕪをῶらし、すḢ社会から自立するた࢞

⏕య、▱性、㨦のㄪする⫗、ࡧし、ᡭを中心としたປാをᑛࡊࡵに⾰ᩱの自⤥自足をࡵ

άにᑟこうとするものであり、インド社会のㄢ㢟を⫼ᬒとして成り立っているものであるが、

この思想の᰿ᗏに「子どもの家」の᪂しい子どものጼがあると⪃えられることを指摘した。

さて、一方、モンテッソーリは、࢞ンジーとの出会いから 年ᚋの 年、 歳の時にイ

ンドᨻᗓの要ㄳをཷけてインドにΏり、第 ḟୡ⏺大ᡓが⤊ࢃるまで㸵年㛫㐣ࡈした。

モンテッソーリをインドへとᑟいた、ࡎならࡳンジーの࢞、ったのはࢃの際、インドで関ࡑ

ラࣅンドラࢼー・タࢦールや神ᬛ学༠会会長アルンࢹールኵጔをはじࡵとする神ᬛ学༠会の

人々であった。これらインドの人ࡧととの関ࢃりやインドの環境や思想・ဴ学もモンテッソー

リの教育の発展に大きくᙳ㡪をえたと⪃えられる。インドにおいて、ᙼዪは研究άືをさら
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に῝ࡵ、子ども、特に、ங児に関する研究を῝させた。また、 歳௨上の児童の教育にᦠࢃ

り、インドの学ᰯไᗘのたࡵにከくの時㛫をいた。教ᖌ㣴成コースを開ദし、教育思想と方

ἲのᬑཬにດࡵた。ᙼዪが᪲┒な研究教育άືをᐇしたインドには、⌧ᅾもከくのモンテッ

ソーリ・スࢡールがᏑᅾしている。

ᮏ✏では、ᬌ年のモンテッソーリの思想的ኚを᥈る➃⥴として、モンテッソーリがᙳ㡪を

ཷけたと⪃えられるインドの人々の中で、࢞ンジーをྲྀり上࢞、ࡆンジーからモンテッソーリ

へのᙳ㡪を中心に⪃ᐹする。

ッティの࣋たトルードウの、ジࣙࡆンジーとモンテッソーリのὶについては、ඛにᣲ࢞

研究がある。

ここでは主にモンテッソーリが࢞ンジーに┤᥋ゝཬしているᩥ❶にᇶ࡙き、 年における

れらを捉えたかࡑンジーの思想にゐれ、モンテッソーリがどのように࢞ンジーとの出会いや࢞

を⪃える。すḢのᩥ思想の中で育まれたモンテッソーリの教育思想が、ᬌ年、インド、ᗈく

ゝえࡤアジアのᩥと思想にゐれることにより、どのようにኚし、どのような特ᚩを持つよ

うになるのかを⪃ᐹすることでもある。

㸯㸬࣮ࣔࣥࢪࣥ࢞ࡢ࣮ࣜࢯࢵࢸホ

モンテッソーリは࢞ンジーにᑐしてどのように感じ、࢞ンジーからどのような思想的ᙳ㡪を

ཷけたのであࢁうか㸽࢞ンジーに関してモンテッソーリが┤᥋ゝཬしているᩥ❶はᑡないが、

ᐇは、࢞ンジーとの出会いのᚋ、ᑡし⤒てから࢞ンジーにᑐする思いࡔけを᫂☜に⥛った࢚ッ

。イがあるࢭ

られた著సࡵンジーに関するᵝ々なホ౯が㞟࢞、れはࡑ （

（『マࣁトマ・࢞ンジー イと┬ᐹ』）の中ࢭッ࢚

に収ࡵられている「࢞ンジーと子ども」という࢚ッࢭイである。このᮏの出版は 年ࡔが、

モンテッソーリがこのᩥ❶を書いたのはᩥ中の⾲⌧などから 年௦༙ࡤ㡭と᥎ できる。

この中で、モンテッソーリはࣟンドンでの࢞ンジーとの出会いと࢞ンジーのࣟーマゼၥに関

するいくつかの㔜要なことを書いている。ࡑして、࢞ンジーを㧗くホ౯しᙼの思想にඹ㬆して

いる。ᑡし長いがᩥを⩻訳して⤂する。

㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨

「ᡃ々すὒ人は、࢞ンジーのࡤࡑにᬽす人々が▱っているのとはく␗なるᙼのጼを見てい

る。

もし、ᡃ々が、ኪの✵を見るなら、小さなᫍがまたたき㍤くの見る。しかし、ࡑのࡤࡑに行

くなら、ᫍは小さくもሀくもなく、物質的なᐇែのないᕧ大なⰍとගのᣑがりを見ることにな

。うࢁ
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ᡃ々の前に、࢞ンジーは㯞ᕸをまとった大ኚ小な⏨性として⌧れる。ࣚーࣟッࣃのあらࡺ

る⾤で、ㄡもがᙼを▱っている。小さな子どもまでもが。ᙼの┿をࡳた人はㄡもྛ々のゝㄒ

でྉࡪ。『あれが࢞ンジーࡔと。』

ᙼらは、࢞ンジーについてఱを思うࢁࡔう。く␗なるᩥ᫂の中で、ᙼとは㐲く離れたとこ

でいる人々は。ᙼらは平をㄝく人としてᙼをㄆ㆑している。しかし、すḢの平主ࢇにఫࢁ

義⪅とは␗なる。ᡃ々の平主義⪅はᡓい、ᡪືする。会㆟に㏻い、᪂⪺に書かなけれࡤなら

ない。࢞ンジーはᛴがない。ᙼはఱᗘかᣊ᮰されたが、ࡑこでは、ヰさ、ࡎとࢇど㣗なか

った。しかしながら、ఱⓒものインドの人々は、ᙼの精神を▱っているたࡵ、ᙼを理ゎして

従う。

ᙼの精神は、人々の内なる感ཷ性を่⃭しᘬき出すがᨾに、人々を⤖ࡧつける力を持つ೧大

なࢿ࢚ルギーのようである。この思㆟な、ࡑして、素ᬕらしいࢿ࢚ルギーはឡとࡤれる。

ឡは人々の┿のࣘニオンをసりࡔしうる၏一の力である。ឡがなけれࡤ、እ的᮲௳と物質的

┈の㏣ồにᇶ࡙く⾲面的な⤌⧊の中にᘬっᙇられる。しかし、ឡのないこの⤌⧊は、☜ᐇで、

༴㝤をもたらす。人々は つの方ἲで⤫ྜされるであࢁう。㸯つは、㨦をᘬきける精神的な

力による。また、もう㸯つは物質的な⤌⧊による。

、をゼれ、ᖐ国の㏵上でᩘ᪥㛫ࣟーマに立ちᐤったときにࣃンジーがᩘ年前短い㛫ࣚーࣟッ࢞

⚾はࡑれを῝く感じた。ࡑの時、⚾は࢞ンジーによって思㆟な力が出されるのを感じた。⚃

⚟の中でのᅾ中、࢞ンジーがᗋに座りヰをする㛫、子どもたちはࡑの࿘りを✜やかに㟼かに

ྲྀりᅖࢇでいた。ࡑして、このᛀれがたいレࣙࢩࣉࢭンにཧຍしたすての大人も㟼かで✜や

かであった。ඹにいれࡤ分であった。ḷもダンスもㄯヰも必要がなかった。

しかし、上ὶ社会のࡈ፬人たちが、ᮅの 時༙にᙼが♳るのを見るたࡵに、また、ᙼとඹに

♳るたࡵに࢞ンジーのඖに᮶た際には、より一ᒙ༳㇟的であった。の㢧著なᐇは、ࣟーマ

ᅾ中にあった。ᙼは人㔛離れた⏣⯋でᐷἩまりした。あるᮅ、ⱝいዪ性が࢞ンジーとヰした

いと一人で小道を歩いて᮶た。ࡑれは、イタリア国⋤のᮎፉである⋤ዪマリアであった。

）の精神的な㨩力ࡑ ）を⪃えてࡳよう。ࡑれは人類をᩆいうる力であ

る。ࡑのたࡵに、たࡔ物質的┈によって⤖ࡧくのではなく、この㨩力を感じることをい

に学ࡤなけれࡤならない。どのようにすれࡑࡤうすることを学ࡪことができるであࢁうか。

この精神的な力 は、常にᡃ々の࿘りにᏑᅾしている。コス࣑ッࢡなග⥺

（ ）がᏱᐂにᏑᅾするように。しかし、ࡑのග⥺は特別な方ἲによって㞟ࡵられる。

。のග⥺を見つけ出すことができるࡑの方ἲを㏻してᡃ々はࡑ

この方ἲは、⪃えられているどまれなものではない。ࡑれは子どもである㸟もし、ᡃ々の

心が子どもから離れているとしたら、ࡑの時、ᡃ々は子どもの小さな㌟యࡔけを見ることにな

る。ࡑれは、ᐇ際には、✵には⇕とගのᕧ大なᗈがりがあるのに、✵のᫍを小さなගりの点と

して見るようなものである。ᡃ々は、ୡ⏺を↷らす神⛎的なࢿ࢚ルギーの೧大さを感じるたࡵ
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－ －

ᡃ々の前に、࢞ンジーは㯞ᕸをまとった大ኚ小な⏨性として⌧れる。ࣚーࣟッࣃのあらࡺ
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なࢿ࢚ルギーのようである。この思㆟な、ࡑして、素ᬕらしいࢿ࢚ルギーはឡとࡤれる。
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┈の㏣ồにᇶ࡙く⾲面的な⤌⧊の中にᘬっᙇられる。しかし、ឡのないこの⤌⧊は、☜ᐇで、
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に学ࡤなけれࡤならない。どのようにすれࡑࡤうすることを学ࡪことができるであࢁうか。

この精神的な力 は、常にᡃ々の࿘りにᏑᅾしている。コス࣑ッࢡなග⥺

（ ）がᏱᐂにᏑᅾするように。しかし、ࡑのග⥺は特別な方ἲによって㞟ࡵられる。

。のග⥺を見つけ出すことができるࡑの方ἲを㏻してᡃ々はࡑ

この方ἲは、⪃えられているどまれなものではない。ࡑれは子どもである㸟もし、ᡃ々の

心が子どもから離れているとしたら、ࡑの時、ᡃ々は子どもの小さな㌟యࡔけを見ることにな

る。ࡑれは、ᐇ際には、✵には⇕とගのᕧ大なᗈがりがあるのに、✵のᫍを小さなගりの点と

して見るようなものである。ᡃ々は、ୡ⏺を↷らす神⛎的なࢿ࢚ルギーの೧大さを感じるたࡵ

᪩⏣㸸モンテッソーリとインド（㸰） 

－ －

に子どもの㏆くにいなけれࡤならない。ᡃ々から㐲く離れている子どもに精神的に㏆࡙くᢏこ

）が、人類のᘵឡを☜立しうる⛎ジであり、人類の平をᑟく神のᢏࡑ ）である。子ども

たちはᩘከく、↓ᩘにいる。㸯つのᫍではなく、ኳにᶓษるᫍのὶれである㖟Ἑのようにたく

さࢇᏑᅾする。

ᙼのㄌ⏕᪥に、⚾は、࢞ンジーに౫㢗した。インドおよࡧୡ⏺の子どもを⚃⚟するように。

また、ᙼとᙼの精神力をಙዊするᘵ子たちに子どもをಙ㢗するように。」

㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨㸨

このᩥ❶には、モンテッソーリの࢞ンジーにᑐする捉え方が᫂☜に⾲れている。これをテー

マࡈとに⪃ᐹしてࡳたい。

ձすḢ的主ᙇと࢞ンジーの主ᙇ

まࡎ、すḢの人々の主ᙇと࢞ンジーの主ᙇの相㐪をᾋき᙮りにしている。

ᙜ時、すὒでも࢞ンジーは著ྡで、小さな子どももᙼのことを▱っていた。さらに、平を

ㄝく人物としてᗈく捉えられていたし、モンテッソーリもࡑのように捉えている。

しかし、平を主ᙇするあり方については、モンテッソーリはᑐẚ的なጼをᥥき出している。

すḢの人々がゝㄒによりព見を⾲᫂し、会ྜや⣬面でッえ人々をືかすのにᑐして、モンテッ

ソーリが⾲す࢞ンジーのጼは、ᡪືせࡎ、ᛴがࡎ、ᣊ᮰されても「ヰさ、ࡎとࢇど㣗ない」

というものであった。ࡑして、ࡑのような行ືであるにもかかࢃらࡎ、インドの人々は、࢞ン

ジーのᏑᅾ自యを㏻してࡑの精神や平主義を理ゎして従うことにモンテッソーリはẼがき、

㦫いている。

また、モンテッソーリは、࢞ンジーがࣟーマの「子どもの家」に立ちᐤった際の࢞ンジーの

తまいを特に῝く感じてḟのように㏙ている。

。でいたࢇの࿘りを✜やかに㟼かにྲྀりᅖࡑンジーがᗋに座りヰをする㛫、子どもたちは࢞」

ての大人も㟼かで✜やかであった。ඹにンにཧຍしたすࣙࢩࣉࢭして、このᛀれがたいレࡑ

いれࡤ分であった。ḷもダンスもㄯヰも必要がなかった。」

このሙ面でも࢞ンジーは主ᙇしない。ゝⴥをさࡎともඹにいれࡤ㏻じྜえるᏑᅾである。

ඹにいれࡤ分であったのである。࢞ンジーはゝㄒにより主ᙇするのではなく、⏕きࡊまやᏑ

ᅾࡑのものによって人々にメッࢭージを♧す。このような࢞ンジーのᮾὒ的なጼにモンテッソ

ーリはẼき、感㖭をཷけている。

ղ࢞ンジーの精神性

ḟに、࢞ンジーの精神性やឡの力についてゝཬしている。

モンテッソーリは、࢞ンジーの精神性について、「人々の内なる感ཷ性を่⃭し、ᘬ出し」、
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－ －

「人々を⤖ࡧつける力を持つ」「೧大なࢿ࢚ルギー」であると捉える。ࡑして、ࡑの「思㆟な

素ᬕらしいࢿ࢚ルギー」をឡとࡑ。ࡪのឡは「人々の┿のࣘニオン」に⤖ࡧける၏一の力

となると⨨࡙ける。

「ឡがなけれࡤ、እ的᮲௳と物質的┈の㏣ồにᇶ࡙く⾲面的な⤌⧊の中にᘬっᙇられる」、

「ឡのないこの⤌⧊は、☜ᐇで、༴㝤をもたらす」としてឡにᇶ࡙く⤌⧊の成り立ちを㔜視

した。

一方、モンテッソーリ自㌟も子どものほᐹの㔜要性を主ᙇする時、ឡの力の大きさにゝཬし

ていた。་⪅であり⛉学⪅であったᙼዪは⛉学的教育学をᚿ向し、教育⪅にも「⛉学的精神

」や⛉学⪅の研究にᑐする「ཝしい⊩㌟的精神（

）」 をồࡵた。ࡑして、教育の前ᥦとしてඛධほのない子どものほᐹをおいた。し

かし、子どものほᐹは、ື 物学⪅や᳜物学⪅がື物や᳜物をほᐹするのとは␗なり、「人㛫を教

育しようとするものにとって人㛫性にᑐする関心は、ほᐹ⪅と⿕ほᐹ⪅とを⤖ࡪ、よりぶᐦな

関係によって特ᚩけられなけれࡤならない。」 と指摘した。すなࢃち、「よりぶᐦな関係」

や「人㛫から人㛫にᑐするឡ 」 を㔜視し、ࡑの中でこࡑ子どもが┿のጼを⌧すと捉

えた。

⛉学⪅としてのᐇド性やᐈほ性を㔜視しながら、⣧⢋な自然⛉学的ほᐹとは␗なる、子ども

とのཷᐜ的な関係をᇶ┙とした中でのほᐹを行おうとしたのである。

りは⾲面的なものとなり、さらには、☜ᐇで、༴㝤ࢃ人々の関、ࡤンジーはឡがなけれ࢞

なものとさえなること指摘していた。モンテッソーリも、ឡがなけれࡤ子どものጼは␗なるも

のとなることをㄆ㆑していた。モンテッソーリと࢞ンジーは人との関ࢃりにおいて、ឡがᇶᮏ

となるというඹ㏻の思想的ᇶ┙を᭷していたことが理ゎできる。

モンテッソーリは、࢞ンジーと出会うことによって、さらにࡑこから精神的な力と関㐃させ

て「コス࣑ッࢡなග⥺（ ）」というᴫᛕを登ሙさせている。

物質ࡔして、人は「たࡑ。ンジーの精神的な力は「人類をᩆいうる力」と⨨࡙けられる࢞

的┈」によって⤖ࡧくのではなく、この「精神的な㨩力」を感じることをいに学ࡤなけ

れࡤならないとする。また、モンテッソーリによれࡤ、人類をᩆいうる「精神的な力」とは、

「コス࣑ッࢡなග⥺がᏱᐂにᏑᅾするように」、常に人々の࿘りにもᏑᅾしている。「コス࣑ッ

れは、「特別な方ἲによって㞟ࡑ、なග⥺」とは物をᬑ㐢的に↷らすものであると捉えられࢡ

。られ、見つけ出すことができる」と⪃えられているࡵ

このように、࢞ンジーの持つ「精神的な力」をコス࣑ッࢡなග⥺と関㐃けて⾲⌧する。ࡑ

してᙼዪは、࢞ンジーの中に見出した「精神的な力」を、さらに子どもの中に見出す。つまり、

モンテッソーリは人類をᩆいࡔす「精神的な力」が子どもの中にあると♧၀している。

ճ子どもの可能性と平

コス࣑ッࢡなග⥺のヰは子どもとの関㐃で௨ୗに⥆く。
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－ －
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や「人㛫から人㛫にᑐするឡ 」 を㔜視し、ࡑの中でこࡑ子どもが┿のጼを⌧すと捉

えた。
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れは、「特別な方ἲによって㞟ࡑ、なග⥺」とは物をᬑ㐢的に↷らすものであると捉えられࢡ

。られ、見つけ出すことができる」と⪃えられているࡵ

このように、࢞ンジーの持つ「精神的な力」をコス࣑ッࢡなග⥺と関㐃けて⾲⌧する。ࡑ

してᙼዪは、࢞ンジーの中に見出した「精神的な力」を、さらに子どもの中に見出す。つまり、

モンテッソーリは人類をᩆいࡔす「精神的な力」が子どもの中にあると♧၀している。
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᪩⏣㸸モンテッソーリとインド（㸰） 

－ －

「この方ἲは、⪃えられているどまれなものではない。ࡑれは子どもである㸟」

「この方ἲ」が「子どもである」というのは、ఱをពしているのであࢁうか。ࡑれは子ども

が㘽であり、子どもを見るということをពすると捉えられる。しかし、⌧ᐇに大人は子ども

を┿のពで見ない。見ているようでᐇ際に見ていないのである。

モンテッソーリは「ᡃ々の心が子どもから離れているとしたら、ࡑの時、ᡃ々は子どもの小

さな㌟యࡔけを見ることになる」と㏙て、大人が子どもの㌟యしか見ていないと批判してい

る。ࡑれを「ᐇ際には、✵には⇕とගのᕧ大なᗈがりがあるのに、✵のᫍを小さなගりの点と

して見るようなものである」としている。

また、子どもの「精神的な力」の大きさを「⇕とගのᕧ大なᗈがり」と⾲⌧し、ࡑの可能性

の大きさを♧၀している。子どもには「ୡ⏺を↷らす神⛎的なࢿ࢚ルギーの೧大さ」があり、

に子どもの㏆くにいることが大であり、子どもに「精神的に㏆ࡵルギーを感じるたࢿ࢚のࡑ

࡙くᢏ」が「人類のᘵឡを☜立しうる⛎ジ」と捉えている。ࡑして、ࡑれはさらに、「人類の

平にᑟく神のᢏ」と⨨࡙けられる。つまり、子どもに精神的に㏆࡙くことが「人類のᘵ

ឡ」の☜立と「人類の平」に⤖ࡧつくというのである。

子どもはୡ⏺中に、ᩘ ከく、↓ᩘにいる。「ኳにᶓษるᫍのὶれである㖟Ἑのようにたくさࢇ

Ꮡᅾする」と捉え、ࡑして、ࡑのୡ⏺中の↓ᩘの子どもたちが平をᑟく㘽と⨨࡙けた。

ୡ⏺の子どもを⚃⚟するࡧンジーにインドおよ࢞、ンジーのㄌ⏕᪥に、モンテッソーリは࢞

よう౫㢗した。ࡑして、ᘵ子たちも子どもをಙ㢗するよう࢞ンジーに౫㢗した。これは、ࡑの

Ꮡᅾによって人々に大きなᙳ㡪をえる࢞ンジーの┠を子どもに向けて子どもの力の೧大さを

ୡ⏺に発ಙする力にしようとしたと⪃えられる。

こうしてモンテッソーリは࢞ンジーのᏑᅾཬࡧ精神的な㨩力を㧗くホ౯しながら、ࡑのᘏ長

⥺上に子どもの೧大さを⨨࡙けた。࢞ンジーの持つ精神力、ឡの力と同じ力を、子どもにも
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モンテッソーリは、࢞ンジーからࡑのかにもᙳ㡪をཷけていたと⪃えられる。
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－ －

まࡎ、ᡭస業についての思想へのᙳ㡪である。この点に関し、モンテッソーリは࢞ンジーと

の関㐃で㏙ていないが、࢞ンジーがᡭやᡭᕤⱁ・ᡭᕤ業を㔜視する教育論を展開したこ

とはすでに別✏ で᫂らかにしたことである。モンテッソーリのᡭస業に関するゝཬは、࢞ン

ジーとの出会いのᚋの 年௦の༙ࡤよりኚが見られる。初期の著స 年 と 年௦、

年௦の著సとをẚ㍑して内ᐜのኚを☜ㄆしてࡳたい。

ձᡭస業のពの῝

ϸ） 年

最初の教育学の著書『⛉学的教育学の方ἲ』（ 年）の中では、「ᐇ際⏕άの練⩦」、「య᧯」、

「教育における自然（㎰స業とື᳜物のୡヰ）」、「ᡭస業」、「感覚教育」、「感覚教育と教ᮦのㄝ

᫂」、「▱的教育」「ㄞࡳ書きの教育の方ἲ」、「子どものゝㄒ」「ᩘとᗄఱの初歩の教育」の㡰で

⪃ᐹが行ࢃれ、「ᡭస業」（ ）の㡯┠が⊂立して立てられている。ࡑこでは、ラ

ンドーࢿ教ᤵ がタ立した『教育的⨾⾡学ᰯ』（ ）の教育内

ᐜに♧၀をཷけ、ናのไసと小ᆺのレン࢞のไసを「子どもの家」に㐺⏝していたことが⤂

されている。

ናは⪃ྂ学的、Ṕ史的、ⱁ⾡的な㔜要性が大きく、人類が最初に必要性を感じたものが

ናであると⨨࡙けられ、ናのไసにより、⏘業的ᩥをྵむᡭస業の「ᵝᘧ」（Podalità）

を学ࡪことができると㏙ている。

また、同書では、ᡭస業に関㐃してḟのように㏙ている。

「人㛫はᮎᲈの感覚⤌⧊を㏻して環境からの่⃭を㞟ࡵる̿すなࢃち、人㛫は環境と┤᥋的

なつながりを持つ。従って、精神的⏕（ ）は、神⤒中ᯡのࢩステ࣒との関㐃で

発達する。ࡑして、人㛫のάື、ࡑれは著しく社会的なάືであるが、ࡑれは㝶ព㐠ືჾᐁを

㏻して行ື（ᡭస業、書くこと、ヰされるゝⴥなど）となって⌧れる」。

このように、「精神的⏕」が神⤒中ᯡࢩステ࣒との関㐃で発達し、ᡭస業などの行ືになっ

て⌧れるという理ゎが⾲᫂されている。ናやレン࢞をไసするのは「ᡭస業のᵝᘧ」を学ࡪた

。であり、また、ᡭస業は精神的⏕の発達によりもたらされるという⨨࡙けとなっているࡵ

このᡭస業の⨨࡙けは、 ᩘ年ᚋの 年௦にはよりලయ的な⪃ᐹに῝ࡵられて発展し

ている。

Ϲ） 年

モンテッソーリは、 年にᩥ㈈についてḟのように㏙ている。

「ᩥ㈈は、ゝⴥではとうていఏ達できないものです。なࡐなら、子どもは、このᩥ㈈を

య㦂
㸬㸬

によってᚓているからです。ᩥ㈈は子どもの精神に達する方ἲで、また、子どもがస業
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᪩⏣㸸モンテッソーリとインド（㸰） 

－ －

に῝くἐ㢌し、感ືしうる方ἲで、子どもの内面的ḧồにかかࢃって創られたものでなけれࡤ

いけませࢇ。子どもの関心は㺂自分を発見するという可能性のあるものにのࡳ向けられます」。

このように子どもはᩥ㈈をゝⴥよりもయ㦂でᚓることを指摘した。ᩥ㈈と子どもの㞟中

や感ື、内面的ḧồとをつなࡆるというほ点を♧した。

さらに、「教ලを⏝いて行うᡭඛのస業は、子どもの▱㆑を⛛ᗎ࡙け、正☜な▱㆑をえ、自

主的な精神的άືにᑟいていく」 としてᡭඛのస業が子どもの▱㆑のᩚ理と自主的な精神ά

ືと関㐃することを指摘している。

ここでᡭඛのస業と「▱㆑の⛛ᗎ࡙け」およࡧ「自主的な精神άື」とを⤖ࡧつけた点で᫂

☜なኚがࡳられる。

Ϻ） 年

年に出版した ’ 『幼児の⛎ᐦ』 では、 つの❶の中で、ᡭとᡭస業について

⪃ᐹされている。ᡭのᶵ能をテーマにした「 ᡭのാき」がタけられ、また、「 స業ᮏ能」

でᡭᕤⱁにᑐするゝཬがなされている。

まࡎ、第 ❶では、▱性とᡭの関係についてḟのように㏙ている。

「▱性と⤖ࡧついている┿に特ᚩ的な㐠ືは、▱性の௧に従ってປാをලయする「ᡭの

ാき」とゝⴥです。」

▱性がゝⴥとᡭのάືを⏕ࡳ出すとしてゝⴥとᡭస業を同ิに⨨いて▱性との関㐃を指摘し

ている。さらに、同書でḟのように㏙ている。

「ᡭはࡑのᵓ㐀において⧄⣽で」㞧なჾᐁなので、▱性の⾲⌧ᡭẁとなったࡔけでなく、▱

性と環境とを特別な関係で⤖ࡧつけました。人㛫は「ᡭによって環境を自分のものにし」、▱性

のᑟきにᇶ࡙いて環境をኚえ、ࡑうすることによってᏱᐂという೧大なᯟ⤌ࡳ（

’ ）の中でをᯝたすのࡔ、とゝえます。したがって、子どもの精神的発育を

判᩿しようと思うなら、▱的とゝえるような子どもの㐠ືのጞまりを⪃៖にධれるのは理にか

なっているでしࡻう。つまり、「ことࡤの出⌧」とస業をồࡵる「ᡭのάືの出⌧」です。」

子どもの精神的な発育を判᩿するのにゝⴥとᡭのാきの出⌧がࡵやすになることを♧し、こ

こでもゝⴥとᡭを同ิに⨨࡙けている。また、ᡭは▱性を⾲⌧するᡭẁであり、▱性と環境

を⤖ࡧつけ、環境を自分のものにするࡔけでなく、ࡑこから「環境をኚえ」、「Ᏹᐂというᯟ⤌

の中でのをᯝたす」として、ᡭを環境やᏱᐂとの関㐃で捉え、ᡭにより大きなពを持ࡳ

たせている。
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－ －

さらに、同書の 㡯ではస業についてḟのように㏙ている。

「人㛫はస業すること 㺂ᡭస業すること（ ）によっ

て自分をᙧ成する。ࡑのస業の中で、ᡭは人᱁の道ල（VtruPento della perVonalità）、▱性

のჾᐁ（ ）、ಶ々人のពᚿ�volontà individuale�のჾᐁとなる㹿ࡑ

れによって人㛫は環境にᑐして自分のᏑᅾを⠏き上ࡆる」。

このように、ᡭでస業することによって子どもは自分をᙧ成し、人㛫が自分のᏑᅾを♧すと

した。ࡑして、స業において、ᡭは人᱁の道ලであり、▱性とពᚿのჾᐁであるとする。▱性

（ ける方向にኚࡧ⤖けでなく人᱁（perVonalità）というよりᗈいᴫᛕとࡔ（

しているとゝうことができる。

௨上のように同書でモンテッソーリは、ᡭが▱性と環境をつなࡔࡄけでなく、ᡭによって環

境をኚえ、ࡑれによってᏱᐂのᯟ⤌ࡳの中でのをᯝたすと⨨࡙けた。さらに、ᡭが人᱁

のᙧ成に⤖ࡧつくという見方を♧して、より発展的な思想の展開を見せている。

ϻ） 年

このᡭと▱性や人᱁とを⤖ࡧつける思想は、さらに、最ᬌ年の 年に発⾲された

（『子どもの心－吸収する心』） において᪂たな展開を見せる。同書の「 ▱性

とᡭ」の㡯では、 。たってᡭと▱性の関係について⪃ᐹを行っているࢃージに࣌

モンテッソーリは、同書で、㐣ཤの೧大なᩥ᫂（ à）におけるᡭのとして、イン

ドでの精ᕦなᡭ、ྂ௦࢚ジࣉトでの、中ୡࣚーࣟッࣃのወ㊧的なをྲྀり上ࡆ、Ὑ

練されたᡭと▱的能力の関㐃性のをᣲࡆている。

また、「▱性の┠的はᡭをാかせることࡔといえるでしࡻう」、「▱性にともなうᡭのおかࡆで、

ᩥ᫂が⏕ࡳ出されました」と、▱性とᡭとᩥ᫂に離一యの関係があることを指摘する。また、

「ᡭは▱性 、精神性 ritualità�、感 に従ってാき、ࡑの

の㊧は人㛫がᏑᅾしたドᣐをఏえてきた。（␎）人㛫の環境に㉳こったすてのኚのཎᅉは

ᡭにあることにẼ࡙きます」として 、ᡭは▱性ࡔけでなく、精神性や感というあらࡺる人

㛫性に従ってാき、人㛫の環境におけるᵝ々なኚや೧大なᩥ᫂をもたらすとして、ᡭのᙳ㡪

を環境ࡔけでなくᩥ᫂へ⤖ࡧつけるᩥ᫂論にもなっている。

一方、子どもと▱性とᡭの関係についてはḟのように㏙ている。

「子どもの▱性はᡭをࢃなくても一ᐃのレ࣋ルに達します。でも、ᡭをうάືによってさ

らに㧗いレ࣋ルに達します。ࡑして、自分のᡭをった子どもは一ẁᙉい特性（ ）の

持ち主になります。このように、特性の発達はᆺ的に精神的なことがらのようにࡳえますが、

（ᡭをാかせる）環境でᡭをう練⩦ができないと、ᮍ発達のままにとどまります。子どもが
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－ －

さらに、同書の 㡯ではస業についてḟのように㏙ている。

「人㛫はస業すること 㺂ᡭస業すること（ ）によっ

て自分をᙧ成する。ࡑのస業の中で、ᡭは人᱁の道ල（VtruPento della perVonalità）、▱性

のჾᐁ（ ）、ಶ々人のពᚿ�volontà individuale�のჾᐁとなる㹿ࡑ

れによって人㛫は環境にᑐして自分のᏑᅾを⠏き上ࡆる」。

このように、ᡭでస業することによって子どもは自分をᙧ成し、人㛫が自分のᏑᅾを♧すと

した。ࡑして、స業において、ᡭは人᱁の道ලであり、▱性とពᚿのჾᐁであるとする。▱性

（ ける方向にኚࡧ⤖けでなく人᱁（perVonalità）というよりᗈいᴫᛕとࡔ（

しているとゝうことができる。

௨上のように同書でモンテッソーリは、ᡭが▱性と環境をつなࡔࡄけでなく、ᡭによって環

境をኚえ、ࡑれによってᏱᐂのᯟ⤌ࡳの中でのをᯝたすと⨨࡙けた。さらに、ᡭが人᱁

のᙧ成に⤖ࡧつくという見方を♧して、より発展的な思想の展開を見せている。

ϻ） 年

このᡭと▱性や人᱁とを⤖ࡧつける思想は、さらに、最ᬌ年の 年に発⾲された

（『子どもの心－吸収する心』） において᪂たな展開を見せる。同書の「 ▱性

とᡭ」の㡯では、 。たってᡭと▱性の関係について⪃ᐹを行っているࢃージに࣌

モンテッソーリは、同書で、㐣ཤの೧大なᩥ᫂（ à）におけるᡭのとして、イン

ドでの精ᕦなᡭ、ྂ௦࢚ジࣉトでの、中ୡࣚーࣟッࣃのወ㊧的なをྲྀり上ࡆ、Ὑ

練されたᡭと▱的能力の関㐃性のをᣲࡆている。

また、「▱性の┠的はᡭをാかせることࡔといえるでしࡻう」、「▱性にともなうᡭのおかࡆで、

ᩥ᫂が⏕ࡳ出されました」と、▱性とᡭとᩥ᫂に離一యの関係があることを指摘する。また、

「ᡭは▱性 、精神性 ritualità�、感 に従ってാき、ࡑの

の㊧は人㛫がᏑᅾしたドᣐをఏえてきた。（␎）人㛫の環境に㉳こったすてのኚのཎᅉは

ᡭにあることにẼ࡙きます」として 、ᡭは▱性ࡔけでなく、精神性や感というあらࡺる人

㛫性に従ってാき、人㛫の環境におけるᵝ々なኚや೧大なᩥ᫂をもたらすとして、ᡭのᙳ㡪

を環境ࡔけでなくᩥ᫂へ⤖ࡧつけるᩥ᫂論にもなっている。

一方、子どもと▱性とᡭの関係についてはḟのように㏙ている。

「子どもの▱性はᡭをࢃなくても一ᐃのレ࣋ルに達します。でも、ᡭをうάືによってさ

らに㧗いレ࣋ルに達します。ࡑして、自分のᡭをった子どもは一ẁᙉい特性（ ）の

持ち主になります。このように、特性の発達はᆺ的に精神的なことがらのようにࡳえますが、

（ᡭをാかせる）環境でᡭをう練⩦ができないと、ᮍ発達のままにとどまります。子どもが

᪩⏣㸸モンテッソーリとインド（㸰） 

－ －

特別な環境᮲௳のせいでᡭをえないと、ࡑの子の特性はたいへࢇపいレ࣋ルにとどまること

が、⚾の⤒㦂でも分かっています。ࡑのような子どもは、従㡰 にもなれࡎ、⋡ඛ

した行ື もྲྀれࡎ、やるẼがなくて（ ）㝜Ẽ になってしまいます。

とこࢁが、自分のᡭをാかせることのできた子どもは、著しい発達と特性のᙉさを見せます。」

このようにᡭを⏝いないと、いかに子どもの特性の発達にᝏᙳ㡪があるかを♧している。㏫

に、ᡭを⏝いることで自主的でពḧがあり、᫂ᮁな子どもになるということをලయ的に♧ࡑう

としたとゝえよう。

௨上のように、モンテッソーリはᬌ年、ᡭに関する⪃ᐹを῝ࡵた。ᡭは自らの▱性や人㛫性

に従ってものをసり出す一方で、ᡭの⏝が人㛫性のᙧ成に⧅がると⪃えた。ࡑして、ᡭを⏝
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ッソーリはㄆ㆑していたとゝえよう。
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、ンジーの教育論は人㛫の㐣⛬を視㔝にධれた教育論であった。一方、モンテッソーリは࢞

年の著సで小学ᰯ教育についての関心を⾲したが、視㔝を㟷年期までᗈࡆる視点を᫂☜に

⾲᫂したのは、 年刊行の ’enfant à ’ 『児童期から㟷年期へ』 であっ

た。人⏕をトータルに捉えようとする࢞ンジーの思想にモンテッソーリがᙳ㡪をཷけた可能性

を見出すことができる。
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ճ㈋ᅔᒙの子どもの教育

一方、トルードウは、࢞ンジーからのᙳ㡪に関して、ḟのような視点をᣲࡆている。㈋しい

子どもたちを教えるというཎ点にᡠることである。

モンテッソーリは 年にࣟーマのスラ࣒⾤で「子どもの家」をጞࡵた。また、 年に

は࣑ラࣀのࣘダࣖ⣔人道主義༠会と㐃ᦠしてປാ⪅の子どもを教育する「子どもの家」をタ立

した。しかし、一方で、ᐩ⿱ᒙからの要ㄳをཷけて、上ὶ㝵⣭の子どものたࡵの「子どもの家」

がసられていった のような中で、ᚎ々に⿱⚟な子どもの教育へと⛣ったモンテッソーリࡑ。

に、࢞ンジーは 年に出会った際に、「ᙼዪのከくの学ᰯがあまりにも࢚リート主義であり、

ㄡでもがかよえるᬑ㐢性をもっていないということを指摘するᶵ会をኻࢃなかった」とされる。

モンテッソーリは、インドのᑵ学前学ᰯࣂル・マンࢹィールで㈋しい子どもたちに教えると

いう「ᮏ᮶のにᖐった」 とトルードウはゝう。特に、可ゐẸの子どもに「㨩せられて」、

このような子どもたちが、「のどのグルーࣉの子どもたちにも㈇けないくらいຮである」

ということを理ゎしたと指摘している。

モンテッソーリは 年「子どもの家」開タ前から家庭環境と学業成績についての相関をㄪ

ᰝする など子どもの⨨かれている環境と教育について῝い関心を♧していた。ࡑのᚋ、ᙼዪ

はスラ࣒⾤での子どもの教育を開ጞし、大きな成ᯝを上ࡆた。ᬌ年ࡧインドでのཎ点ᅇᖐと

なるような⤒㦂をᚓたことは、ᙼዪの理論とᐇ㊶をよりᙉᅛなものとしたように⪃えられる。

また、このことは、アジア、アࣇリ࢝、༡⡿などの発展㏵上国におけるモンテッソーリ教育の

᪥における大きなᗈがりのᇶ┙となったと⪃えられる。ࡑして、ࡑれは⌧ᅾ᱁ᕪのᣑ大がၥ

㢟になっている᪥ᮏにおいても㔜要なព義を持つと捉えられる。

㸱㸬Ᏹᐂⓗど㔝ࡢᙧᡂ

最初に㏙たように、トルードウは、モンテッソーリがインドにᅾしたことで「⏕άとᩥ

についての⪃え方は㔜要なኚをした」と指摘した。⏕を理ゎするたࡵに「య的な見方

が出てきた」というኚである。 年の『人㛫の₯ᅾ可能性を教育するたࡵに』で大きな

㌿があったと指摘し、「「Ᏹᐂ」というゝⴥはこの時期௨前にはࢃれていなかった」と㏙

ている。

しかし、ඛに指摘したように、 年の著సでもᑡしࡔがᏱᐂというព㆑が見られた。

一方、 年の著సでは、☜かにモンテッソーリは、Ᏹᐂ というゝⴥをከ⏝し、

యの中での⨨を㔜視する思想を♧している。 。れは、思想上の᪂たな㌿ともゝえるࡑ

えࡤ、ḟのようなᩥ❶がある。
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᪩⏣㸸モンテッソーリとインド（㸰） 

－ －

「すでに♧したように、子どもにはᝰしࡳなくたくさࢇのものをえる必要があるので、ࢃ

れࢃれはᏱᐂయ のࣦィジࣙンを♧す。Ᏹᐂ（ ）はኊ大な⌧ᐇであ

り、あらࡺるၥにᑐする⟅えである。すてのものはᏱᐂの一部であり、一つのయ

をసるたࡵにࡑれࡒれが⤖ࡧいているので、ࢃれࢃれはこの⏕の道をともに歩む。

このようなᴫᛕによって、子どもがあてのない▱㆑の᥈⣴にさまようことをṆࡵ、心がᏳᐃす

るのをຓける。」

このようにᏱᐂయの中の⏕というኊ大な見方を♧し、ࡑの中でおのおのの⤖ࡧつきをㄆ

㆑し、▱㆑の㞟✚ではなく、యの中でものࡈとを⨨࡙けることのព義を♧した。モンテッ

ソーリ教育にᑐして「要素主義」という批判がなされたことがある。 感覚をಶ別に訓練する

方ἲを࢞ࢭンにᙳ㡪をཷけて᥇⏝したからである。しかし、ᬌ年の著సの中でᥥかれる小学ᰯ

児童の教育にᑐしては、యの中でのಶ々の部分の⤖ࡧつきを㔜視する、より大きなほ点がᤣ

えられているのが᫂らかである。

れは、「人㛫の精神に㧗㈗で㧗㐲なほᛕをᥦ౪する」ࡑ とも㏙ている。

また、モンテッソーリはᏱᐂという視㔝からものを⪃えるのに、別のពもしていた。

。れは想ീ力のᙧ成であるࡑ

「想ീ力をᇵうたࡵに、子どもにᏱᐂ の物ㄒをᥦ౪する、ࡑれはおとࡂヰよりも

ಸも่⃭的で思㆟なものを♧す。もし想ീ力がおとࡂヰࡔけで教育されるなら、⋓ᚓさ

れるᴦしࡳはせいࡐい、ᚋに小ㄝをㄞむことにᘬき⥅がれるくらいである。しかし、教育をࡑ

のように㝈ᐃすきではない。ᴦしࡳを✵想的なおヰにࡔけồࡵようとすることに័れた心は、

っくりと、しかし、必然的にᛰになり、より㧗㈗なᑓᛕができなくなる。社会⏕άの中でࡺ

このような精神的ᛰのをたくさࢇ見いࡔす。⥡㯇な╔物を╔、達とୡ㛫ヰをし、ᫎ⏬に

いくことࡔけが大ษな人となる。」

このように、おとࡂヰࡔけではなく、Ᏹᐂという視点から想ീ力を㧗ࡵることのព義を♧し

た。おとࡂヰをỴしてྰᐃした訳ではない。しかし、ࡑれに㝈ᐃせࡎ、もっとᗈいゅᗘから想

ീをᗈࡆることの㔜要性を♧したと⪃えられる。

また、 年の『児童期から㟷年期へ』でもᏱᐂを指す やୡ⏺を⾲す のㄒ

はいくつも⏝いられている。

このように、モンテッソーリにはᬌ年大きな思想的ኚがあり、「యにおける⨨࡙け、Ᏹ

ᐂにおける⤖ࡧつきのㄆ㆑」を㔜視する教育思想となっていったことが分かる。これはコス

のⴌⱆはࡑ。れているࡤ教育とࢡッ࣑ 年に見られるが、 年௦の著సで大きくⰼ開い

たと捉えられる。

モンテッソーリの思想は、もともとၨⵚ主義、ᐇド主義などを中心とするすḢ㏆௦思想にᙳ

㡪をཷけࡑの中で⏕まれたのであるが、インドにΏってインド、ᗈくゝうとᮾὒ思想と出会う
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ことにより、ࡑの思想は人㛫やᏱᐂをಠ▔するよりኊ大なᯟ⤌ࡳの中でᵓ成されるようにな

った。

子どもを見つࡵることでከくの発見を⏕ࡳ出し、発展した教育思想は、最も小さなᏑᅾを最

も大きなᏑᅾの中に⨨くことによって⏕し、᪂たな発展のዎᶵをᚓたということができる。

まとめ

モンテッソーリと࢞ンジーは、同時௦人であり、ᩗពと༠力にᇶ࡙くぶを行っていた。ࡑ

して、同時௦の社会ၥ㢟にᑐするඹ㏻のㄆ㆑を持っていた。二人は子どもへのឡをᇶᮏ的な土

ྎとして、いを㧗くホ౯しながら、いにᵝ々な視点をえྜったことが᫂らかになった。

モンテッソーリの発見した子どもがものࡈとにᡴち㎸むጼは࢞ンジーにᙳ㡪をえた。

一方、ゝㄒによって主ᙇするのではなく、⏕きࡊまやᏑᅾでメッࢭージを♧す࢞ンジーはモ

ンテッソーリにᮾὒの㟼的な㨩力ともゝうき「Ꮡᅾࡑのものの㨩力」をఏえた。モンテッソ

ーリは、ࡑの࢞ンジーの「Ꮡᅾの㨩力」、「精神的な㨩力」のᘏ長⥺上に子どもの೧大さと可能

性を見出し、より大きなୡ⏺の中で子どものᏑᅾやᙺを⨨࡙ける視覚をᚓたことをᮏ✏で

᫂らかにした。

また、モンテッソーリは年を㏣うにつれてᡭస業のពを῝させた。ᡭస業が▱㆑の⛛ᗎ

けや自主的精神άືをᑟき、ᡭが▱性や人᱁と⤖ࡧつき、さらに、ᡭによって環境をኚえ、

ᩥ᫂を⏕ࡳ出し、Ᏹᐂというᯟ⤌ࡳの中でのをᯝたすという思想に⮳った。

さらに、࢞ンジーにᙳ㡪をཷけ、モンテッソーリは⏕ᾭをトータルに捉える学⩦の視点をᚓ、

ᜨまれない子どもの教育というᙜ初のၥ㢟ព㆑を☜ㄆしたことを指摘した。

ᮏ✏では࢞ンジーとの関ࢃりを中心に᳨ウしたが、モンテッソーリのᬌ年の思想を特ᚩ࡙け

るయの中での⨨やつながりを㔜ࢇじるᏱᐂ的視㔝のᙧ成がいかなる人々や思想との関ࢃり

によっていたかについては、さらなる⪃ᐹを行っていきたい。

␗なるẸ᪘、ᩥ、᐀教、思想にかかࢃらࡎ、相ᡭをᑛ㔜し、理ゎし、ཷᐜできるᐶᐜ性の

ある人㛫、平に㈨する人㛫のᙧ成について⪃えていきたい。

                                               
㸺ὀ㸼

年は、イタリアのࢳ࢚オࣆアᚁ᭹の年である。この時、࣒ッソリーニには⤫ᖊᶒとともにࢩࣇストの

指ᑟ⪅という⫪書がຍえられたという。

スコッࢣーラはモンテッソーリのάືをᙧ成期、成⇍期、᪂たなᆅ平の時期の つの時期に分けた。第 のᙧ

成の時期は、 年のࣟーマ大学༞業からጞまり、第 の成⇍期は 年『⛉学的教育学の方ἲ』の出版か

らጞまるとされる。さらに、第 の時期は ’ 『幼児の⛎ᐦ』 をᇳ➹した 年を⠇┠の時期とし

て⨨࡙けている。このᮏを㏻して、モンテッソーリ教育ἲの理論とᐇ㊶の成ᯝが成・⤫ྜされたと捉える。

ᙼዪはここで、教育のᑐ㇟としての子ども（ ）のၥ㢟としてࡔけではなく、人㛫としての子
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␗なるẸ᪘、ᩥ、᐀教、思想にかかࢃらࡎ、相ᡭをᑛ㔜し、理ゎし、ཷᐜできるᐶᐜ性の

ある人㛫、平に㈨する人㛫のᙧ成について⪃えていきたい。

                                               
㸺ὀ㸼

年は、イタリアのࢳ࢚オࣆアᚁ᭹の年である。この時、࣒ッソリーニには⤫ᖊᶒとともにࢩࣇストの

指ᑟ⪅という⫪書がຍえられたという。

スコッࢣーラはモンテッソーリのάືをᙧ成期、成⇍期、᪂たなᆅ平の時期の つの時期に分けた。第 のᙧ

成の時期は、 年のࣟーマ大学༞業からጞまり、第 の成⇍期は 年『⛉学的教育学の方ἲ』の出版か

らጞまるとされる。さらに、第 の時期は ’ 『幼児の⛎ᐦ』 をᇳ➹した 年を⠇┠の時期とし

て⨨࡙けている。このᮏを㏻して、モンテッソーリ教育ἲの理論とᐇ㊶の成ᯝが成・⤫ྜされたと捉える。

ᙼዪはここで、教育のᑐ㇟としての子ども（ ）のၥ㢟としてࡔけではなく、人㛫としての子

᪩⏣㸸モンテッソーリとインド（㸰） 

－ －

                                                                                                                                                
ども（ ）、ᕷẸとしての子ども のၥ㢟にྲྀり⤌むようになったとスコッࢣー

ラは指摘している。

前அᅬᖾ一㑻も「マリア・モンテッソーリにおける子どもほの㌿」（ ）の中で、モンテッソーリの思

想が ’ をዎᶵに大きな㌿をしていることをスコッࢣーラの研究を土ྎに指摘している。前அᅬᖾ一

㑻「マリア・モンテッソーリにおける子どもほの㌿」『モンテッソーリ教育』第 号、᪥ᮏモンテッソーリ

༠会、 、 。

マリア・モンテッソ

ーリ『モンテッソーリの教育・六歳～十二歳まで』ྜྷᮏ二㑻、ᯘಙ二㑻訳、あすなࢁ書ᡣ、 年。同書は、

年にインドのコダイࢼ࢝ールでモンテッソーリが講₇した内ᐜをᇶにして刊行されたᮏであるたࡵ、ᐇ質

的には 年の思想とゝえるが、ᮏᩥ中は出版年をᇶ‽にして♧す。

Ꮿᑗஅ୕『教育のᙧ成－インドにおけるモンテッソーリࢡッ࣑コス』マリー・トルードウ・ࢼリスティーࢡ

訳、࢚ンࢹルレ書ᗑ、 年、 。

拙論「モンテッソーリとインド（㸯）－࢞ンジーの教育思想へのᙳ㡪を中心に－」『夙川学院短期大学紀要』

第 号、 年 月。

、ンࣙࢩーソリࣗーࢶイࣈ、ᒣె௦子⦅・訳∦『ンジーの教育論࢞』ンジー࢞ 年、 。

同上、 。

同上、 。

ᩥ中に「ᩘ年前短い㛫ࣚーࣟッࣃをゼれ、ᖐ国の㏵上でᩘ᪥㛫ࣟーマに立ちᐤった」とグしている。 年

௦の初ࡵにࣟンドンで出会ってからᩘ年ᚋにまとࡵたᩥ❶である。

Il Petodo della pedagogia Vcientifica applicato all’educazione infantile nelle 
マリア・モンテッソーリ『モンテッソーリ・メソ

ッド』㜿部┿⨾子、ⓑ川子訳、᫂ᅗ書、 年、 㹿

同上、 㹿

同上㹿

拙著『モンテッソーリ教育思想のᙧ成㐣⛬̿「▱的⏕」のຓをࡄࡵって̿』ວⲡ書ᡣ、 年。

トルードウは࢞ンジーとモンテッソーリのඹ㏻点として 点をᣲࡆている。

「人㛫のᑛཝにಙを⨨く。」「人類への同じឡ。子どもたちの精神をゎきᨺつ。」ࢡリスティーࢼ・マリー・ト

ルードウ『コス࣑ッࢡ教育のᙧ成 インドにおけるモンテッソーリ』୕ Ꮿᑗஅ、࢚ンࢹルレ書ᗑ、 年、 、

拙論「モンテッソーリとインド（㸯）－࢞ンジーの教育思想へのᙳ㡪を中心に－」前掲論ᩥ。

同上。

モンテッソーリ『モンテッソーリ・メソッド』前掲書㺂 。

㸬同上㺂 㹿

オス࣡ルト、 、ルレ書ᗑࢹン࢚、平㔝ᬛ⨾訳『モンテッソーリ教育学の᰿ᮏ思想』⦆ࣗࢩࢿ࣋ࢶルࣗࢩ

。 *¾ ¦

同上、 㹿

’
’ マリア・モンテッソーリ『幼児の⛎ᐦ』

中村勇訳、᪥ᮏモンテッソーリ教育⥈ྜ研究ᡤ、 年、 。

同上、 。

同上、 。

（ ） 書ྡは㸰つある。マリア・モンテッ

ソーリ『子どもの精神－吸収する精神』中村勇訳、᪥ᮏモンテッソーリ教育⥈ྜ研究ᡤ、 年。マリア・モ
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ンテッソーリ『子どもの心』鼓常良訳、国土社、 年。

モンテッソーリ『子どもの精神－吸収する精神』中村勇訳、同上、 。

、同上、 。

、同上、 。

一方、足と脳の関係についても指摘している。平衡をつかさどる小脳が発達することによって、一人座りや

つかまり立ち、二足歩行が可能になっていく。子どもが長距離の歩行や荷物をもっての平衡を保ちながらの歩

行を好むようになったり、腕の力ができてきた時によじ登るのが好きになったりするのは、子どもたちが「内

面的な必要性」に従って「自分の持てる力を訓練」するのが自然の道筋であるからであると捉えている。

、同上、 。

同上、 。

拙著、前掲書。

’enfant à l’ ’
’ マリア・モンテッソーリ『児童期から思春期へ』 ルーメル、江

島正子訳、玉川大学出版部、 年。

同書は、 年から 年にかけてイギリスとオランダで開いた国際トレーニングコースの講義がもとにな

っている（『児童期から思春期へ』 。）最初の出版年は 年である。

トルードウ、前掲書、

拙著、前掲書。

トルードウ、前掲書、

同上、

同上、

《

》 L’archivio per l’antropologia 
e l’Etnologia

《

Ricerche d’Igiene e Antropologia Pedagogiche in rapporto all’Educazione》

拙論「モンテッソーリによる教育学的人類学研究の諸相－家庭環境と学業成績に関する研究から－」「夙川学

院短期大学研究紀要」第 号、 年 月。

拙論「モンテッソーリ教育思想における補償教育の視点」「幼児教育史研究 創刊号」幼児教育史学会。

年 月。

トルードウ、前掲書、 。

同上、 。

など。

モンテッソーリ『モンテッソーリの教育・六歳～十二歳まで』前掲書、 。

イタリアのジェンティーレ は、「感覚教育の分析的特質に見られる心理学上の要素主義

と、感覚を孤立させ別々に発展させようとする傾向を批判した」。 Attualità 

モンテッソーリ『モンテッソーリの

教育・六歳～十二歳まで』前掲書、 。

同上、 。
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